
架け橋連携グループでやってみたいことを考えてみよう！（内容例）
・こどもの姿から各校区の「めざす架け橋期のこどもの姿」について話し合う。
・相互参観後に幼保小で、ともに討議。
・「遊びや学びのプロセス」を5歳児と1年生で各1枚作成し実施。
・1つの単元について幼保小で指導案を検討し実施。
・共通版カリキュラムの文言や写真を実践したもの等に入れ替え、振り返りを実施。

堺市共通版「架け橋期のカリキュラム」の見方・活用の仕方

堺市のめざす架け橋期のこどもの姿をもとに、幼
児期から高等学校まで共通してつながる「育みた
い3つの資質・能力」を視点に記載することで、
こどもの育ちを見通せるようにしました。1年生
の方には、生活科だけでなく各教科等も含めた生
活全体に関わる内容を記載しています。

育みたい資質・能力

未来をつくる堺教育プランの「堺市の
めざすこども像」をもとに、架け橋期に
めざすこどもの姿を考え、まとめました。
幼保小の先生方が共通の視点をもつこと
で、こどもの育ちと学びの連続性を意識
していきましょう。

堺市のめざす架け橋期のこどもの姿

幼児期での学びとつながりが強く見られるものとして、生活
科を中心に合科的・関連的に扱える教科の単元を記載していま
す。特につながりの深いものは矢印でつないでいます。
こどもたちが、各教科等で学んだことを活かしながら、

「やってみたい」という思いや願いをもって自ら学習を進めら
れるように、この内容例を参考に単元構成を考えてみましょう。

1年生の架け橋期に大切にしたい主な内容例

遊びや学びに向かう姿勢は、幼児期でも小学校でも「安心」でき
る環境のもとで発揮され、主体的な学びの基盤となります。そこで、
一人一人が安心して生活できるよう、環境づくりや支援について、
幼保小で共通するポイントをまとめました。
幼児期と小学校のそれぞれの時期に、どのような援助や支援を

行っているのか、互いに理解し、架け橋期における支援等を切れめ
なくつないでいけることを願っています。

どの子も安心できる学校園生活のために

堺市共通版「架け橋期の
カリキュラム」とは？

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりに、幼児期の遊びを通
した総合的な学びと、小学校の教科等を通した自覚的な学びとのつながりを
意識できるように、カリキュラムの中心に位置づけ、5歳児と1年生それぞれ
の内容例に10の姿の番号を記載しています。当てはまると考えられる10の
姿は複数ありますが、その中から主に関連する姿を抽出しています。
幼児期にどのような資質・能力が育まれているのか、また幼児期に育まれ

た資質・能力が小学校の学習のどのようなところにつながっているのか、そ
れぞれの関連を意識して考えてみましょう。

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10の姿）

小学校教育の学び

幼児期の学び 幼児期

児童期

円滑な接続を意識すると、こども
たちの学びがより広がるよ！
幼児期に培われた力を引き出す意
識が大切だね。

参考「保育の学校3」無藤 隆 著 フレーベル館

小学校の学びは0からのスタートではない！

各関係団体の代表者と専門家による「架け橋期のカリキュラム」開発

会議を全7回開催し、3要領・指針や学習指導要領を基に、堺市として
架け橋期のこどもたちにどのような力を育みたいのか共有しながら、幼
児期から小学校へのつながりを大切にしたカリキュラムを作成しました。
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりに、幼保小の先

生方が共通の視点をもって各学校園の教育課程や指導計画・全体的な計
画等を具体化できるよう、一緒に振り返って評価し、改善・発展させて

いきましょう。 45分座っていら
れるように…

平仮名を書ける
ように… 小学校と同じよう

に〇〇を使って…

【5歳児】

これは本当の
意味での連携？

架け橋期にそれぞれ大切なのは・・・

【1年生】

「幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿」（10の姿）

等々一人一人が安心して
自己表現する

満足いくまでとことん
試したり考えたりする

興味・関心から、
自分たちで遊びを生み
出し、深めていく

各園によって方針や特色ある取組があることを
踏まえ、ここには特定の遊びや活動を取り上げる
のではなく、予想されるその時期の遊びや活動を
通して、共通する大切にしたい内容例を5領域に
分けて記載しています。
小学校以降の学びとのつながりを意識しながら、

架け橋期のそれぞれの時期にどのようなことを大
切にするのか、各園のカリキュラムや保育内容を
振り返ってみましょう。

5歳児の架け橋期に大切にしたい主な内容例

幼児期は小学校教育の前倒しや先取りではありません！

遊びを通して“学びの芽”となる資質・能力を育みましょう！

こどもの興味・関心から遊びや活動を広げていく中で、
どのようなことを感じ、考え、何を学んでいるのか、ま
たそれが次の遊びや活動にどのようにつながっていくの
かをより詳しく、事例（遊びや学びのプロセス）として
別紙 にまとめています。

事例（遊びや学びのプロセス）

カリキュラムの試行の目的は？

保育や授業

の改善

各学校園の実態
に合ったカリ
キュラムの形を
見つける

実際のこどもの姿
から育ちや学びの
つながりを捉え

直す

幼保小の相互
理解を深める

こども

そのために、どんな
ことができるかな？

「幼児教育
堺スタンダード
カリキュラム」
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